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国
土
交
通
省
は
八
月
二
十

六
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中

当
日
は
白
崎
亮
同
省
下
水

道
部
流
域
管
理
官
付
流
域
下

水
道
計
画
調
整
官
が
新
下
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
、
概
算
要
求
の

概
要
、
新
規
要
求
事
項
、
下

水
道
革
新
的
技
術
実
証
事
業

（
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ェ

央
合
同
庁
舎
三
号
館
で
第
五

回
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・

首
都
直
下
地
震
対
策
本
部
と

第
三
回
水
災
害
に
関
す
る
防

災
・
減
災
対
策
本
部
を
開
催

し
た
。
水
災
害
分
野
で
は
災

害
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
住
ま

い
方
へ
の
転
換
な
ど
を
平
成

ク
ト
）
、
行
政
経
費
に
つ
い

て
説
明
。
概
算
要
求
の
基
本

方
針
と
し
て
①
防
災
・
減
災

対
策
②
老
朽
化
対
策
を
含
む

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
③

未
普
及
地
域
の
早
期
解
消
④

民
間
活
力
の
導
入
⑤
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
⑥
水

ビ
ジ
ネ
ス
の
国
際
展
開
―
―

な
ど
を
柱
と
し
た
予
算
の
確

保
を
求
め
た
。

社
会
資
本
総
合
整
備
の
内

訳
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交

二
十
八
年
度
の
重
点
対
策
と

し
て
決
定
し
た
。

巨
大
台
風
に
伴
う
大
規
模

な
洪
水
・
高
潮
や
集
中
豪
雨

に
よ
る
浸
水
被
害
が
頻
発
・

激
化
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

同
省
は
太
田
昭
宏
国
交
相
を

本
部
長
と
す
る
対
策
本
部
を

付
金
が
前
年
度
比
一
七
％
増

の
一
兆
五
百
七
十
四
億
円
、

防
災
・
安
全
交
付
金
が
同
一

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は

八
月
二
十
七
日
、
水
害
（
洪

水
、
内
水
、
高
潮
）
、
土
砂

災
害
、
渇
水
な
ど
水
災
害
分

中
心
に
重
点
課
題
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

当
日
は
太
田
国
交
相
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
都
市

部
の
地
下
浸
水
に
対
し
て
水

防
法
の
改
正
を
行
い
、
指
示

待
ち
か
ら
主
体
的
行
動
へ
の

シ
フ
ト
に
努
め
て
い
る
。
今

七
％
増
の
一
兆
二
千
八
百
五

十
三
億
円
と
な
っ
て
い
る
、

ま
た
下
水
道
事
業
費
補
助
、

下
水
道
事
業
調
査
費
、
下
水

道
防
災
事
業
費
補
助
は
事
業

費
で
八
十
二
億
円
、
国
費
で

野
の
気
候
変
動
適
応
策
に
つ

い
て
国
土
交
通
省
に
答
申
し

た
。
比
較
的
発
生
頻
度
の
高

い
水
害
の
防
災
対
策
と
し
て

後
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
対
応
が
要
求
さ
れ
て

く
る
。
防
災
教
育
の
徹
底
や

情
報
提
供
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

六
十
二
億
円
を
要
求
し
た
。

新
規
要
求
事
項
で
は
①
効

率
的
雨
水
管
理
支
援
事
業
制

度
（
雨
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
）
の
創
設
②
下
水

道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

支
援
制
度
の
創
設
③
民
間
活

力
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
下

水
道
事
業
の
拡
充
④
汚
水
処

理
施
設
統
合
化
推
進
事
業
の

創
設
⑤
市
町
村
合
併
支
援
制

度
の
延
伸
―
―
の
五
項
目
を

打
ち
出
し
た
。

こ
の
う
ち
雨
水
管
理
支
援

事
業
で
は
浸
水
被
害
が
頻
発

し
て
い
る
地
方
都
市
の
市
街

地
な
ど
で
浸
水
リ
ス
ク
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
目
標
設
定

と
早
く
安
い
対
策
を
推
進
す

る
た
め
、
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
基
づ
く
計
画

を
策
定
し
、
既
存
施
設
を
最

新
た
に
河
川
・
下
水
道
施
設

を
一
体
的
に
運
用
す
る
と
と

も
に
、
渇
水
被
害
の
防
止
策

と
し
て
雨
水
・
再
生
水
の
利

プ
な
ど
を
図
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

重
点
対
策
の
住
ま
い
方
の

転
換
で
は
自
治
体
な
ど
が
保

有
す
る
不
動
産
取
引
物
件
に

関
す
る
情
報
を
集
約
・
管
理

す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備

し
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
が

不
動
産
購
入
者
な
ど
に
情
報

提
供
す
る
こ
と
で
災
害
リ
ス

ク
へ
の
認
識
を
強
化
す
る
。

今
年
度
か
ら
横
浜
市
で
試
行

し
、
平
成
三
十
年
度
を
め
ど

に
本
格
運
用
す
る
考
え
だ
。

大
限
活
用
し
た
下
水
道
整
備

や
止
水
板
の
設
置
を
支
援
す

る
。下

水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
支
援
制
度
で
は
下
水

道
施
設
全
体
を
一
体
的
に
捉

え
た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
の
策
定
と
同
計
画
に

基
づ
く
点
検
・
調
査
・
改
築

を
支
援
し
、
施
設
全
体
の
持

続
的
な
機
能
確
保
や
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を

め
ざ
す
。

汚
水
処
理
施
設
統
合
化
推

進
事
業
で
は
効
率
的
な
汚
水

処
理
施
設
整
備
・
運
営
管
理

を
推
進
す
る
観
点
か
ら
老
朽

化
し
た
既
設
汚
水
処
理
施
設

の
下
水
処
理
場
へ
の
統
合
な

ど
を
支
援
し
、
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
汚
水
処
理
事
業
の

効
率
化
を
促
進
す
る
。

用
を
促
進
す
る
。

国
交
省
は
平
成
二
十
五
年

十
二
月
に
諮
問
。
こ
れ
を
受

け
て
社
整
審
は
河
川
分
科
会

に
小
委
員
会
を
設
け
て
検
討

を
進
め
て
き
た
。

答
申
で
は
河
川
・
下
水
道

施
設
の
一
体
的
運
用
や
気
候

変
動
予
測
技
術
の
向
上
に
よ

る
施
設
設
計
な
ど
を
打
ち
出

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
減
災
対

策
と
し
て
施
設
の
運
用
・
構

造
・
整
備
手
順
の
工
夫
、
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
と

の
連
携
、
避
難
・
応
急
活
動

・
事
業
継
続
の
備
え
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

渇
水
被
害
の
防
止
策
で
は

雨
水
・
再
生
水
利
用
や
早
め

の
情
報
発
信
と
節
水
の
呼
び

か
け
な
ど
を
行
う
。
軽
減
策

で
は
関
係
者
の
連
携
体
制
や

取
水
制
限
の
前
倒
し
、
地
下

水
利
用
な
ど
を
推
進
す
る
。
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太田国交相

幹部が集い対策本部

国
土
交
通
省
は
八
月
二
十
七
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省
下
水
道
部
で
記
者
会
見
を
開
き
、
平
成
二
十
八
年
度

下
水
道
事
業
予
算
概
算
要
求
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
社
会
資
本
総
合
整
備
に
国
費
で
前
年
度

比
一
七
％
増
の
二
兆
三
千
四
百
二
十
七
億
円
を
計
上
し
た
。
新
規
要
求
事
項
と
し
て
効
率
的
雨
水
管
理
支
援
事
業

制
度
（
雨
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
）
を
創
設
し
、
浸
水
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
。
ま
た
下
水
道
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
制
度
と
し
て
戦
略
的
な
維
持
管
理
・
更
新
を
推
進
し
て
い
く
。
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白崎調整官
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